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司

雪

比
約
制
凶
の
太
平
洋
品
川
降
、
加
も
原
洋
地

方
に
綴
年
間
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
採
滋

し
て
来
る
散
総
阪
で
慌
銭
的
に
償
似
の
あ

る
も
ω
H
H
館
、
線
、
叫
作
太
防
、
紅
齢
、
防

之
助
終
り
五
続
初
で
あ
る
o
こ
れ
維
は
父

開
地
司
で
I
キ
シ
ヲ
ジ
、
一
フ
シ
ャ
マ
ス
、

イ
ダ
マ
ス
、
。
ン
マ
ス
、
タ
チ
グ
P

、
ァ

え
』
唱
え
、

k
J
コ
イ
マ
ス
、
ヒ
プ
イ
マ
ス
、

ペ
ニ
、
ス
ヶ
、
ぇ
ケ
マ
ス
、
ギ
シ
附
怖
と
各

mm級品
Y

な
方
常
国
で
呼
ば
れ
て
ゐ
る
o
聞
も

一
地
方
的
方
震
は
必
ず
問
一
磁
を
拐
さ
な

い
績
か
多
い
も
の
で
あ
0
0
之
得
、
飢
餓

の
一
般
的
な
泌
総
及
び
位
協
的
な
事
例
に

つ
い
と
節
制
に
越
べ
て
み
る
と
。

U
H
帥
仙

q
p
g
z
q同

M
O
H
W
5

対
立
P

ハJ
4」
H
h
出
ト
口

ν同
)

限
時
仲
地
方
で
は
「
ト
キ
シ
ラ
ジ
」
と
m惜

し
て
ゐ
る
。

ζ
れ
の
一
般
的
pbmmは
体
が

紛
々
約
く
て
、
隊
側
聞
は
叉
以
ゆ
ず
な
し
、
応

出
削
は
依
〈
、
休
色
げ
壮
行
泌
が
摘
服
従
級
色
で

体
側
簡
は
綴
自
色
ur
円
記
丁
、
隠
に
認
色
の

従
ぬ
は
な
い
。
鱗
は
大
形
で
剣
隊
し
門
知
く

口江

ぉ
p'、

隠
械
的
ド
銀
色
の
放
羽
州
問
か
あ
る
O

帥
学
泊
し
て
然
皮
色
の
山
総
紋

h
T
出
現
す
る
も
の
が
あ
る
。
雌
総
は
形
慾
上
、
何
等
遼
い
骨
認

め
な
い

o
太
諮
の
京
北
総
W

問
、
政
相
制
限
、
及
び
策
的
駒
山
阪
、
削
凶

・4
り
北
具
、
根
山
部
、
釧
同
問
、
十
郎
防
、
日
約
及
び
総
品
州
市
川
仲
に
悠
組
問

月
下
旬
か
ら
六
月
下
旬
歪
乃
七
月
上
旬
に
一
旦
っ
て
市
部
扮
す
る
「

時
不
知
」
は
、
そ
の
ぬ
柵
倒
的
推
移
よ
り
み
て
、
=
一
時
一
訓
畑
作
首
図

か
ら
北
上
し
て
来
て
、
成
仮
調
泌
の
泌
総
に
あ
る
絞
(
O
同
2
る

で
あ
る
と
搭
宿
さ
れ
る
も
の
で
、
七
月
中
旬
と
も
な
れ
は
全
く

本
況
か
ら
そ
の
務
世
消
し
災
の
後
は
士
山
む
し
ず
締
太
淑
泌
伴
を

北
上
し
て
以
能
江
方
凶
よ
り
市
民
に
即
時
側
、
ズ
ホ
l
y
ク
潟
地
方
北

部
泊
料
片
に
行
台
、
又
一
部
は
千
円
前
列
践
に
抑
制
っ
て
也
上
し
、
北

千
札
向
、
カ
ム
ザ
グ
カ
閉
山
仲
に
~
す
る
と
一
ー
は
れ

E
ゐ
る
も
の
で
、

木
訟
に
於
て
、
紋
よ
れ
リ
各
に
か
け
て
探
泌
L
、
河
川
に
芦
間
押
印

を
求
め
る
舷
と
は
六
月
下
旬
或
は
七
月
ヒ
句
T
印
町
後
期
に
出

現
し
て
、
そ
の
盤
的
に
健
か
で
あ
る
外
は
関
越
が
な
い
と
去
は

れ
て
ゐ
る
が
、
以
前
、
水
阪
試
磁
場
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
「
吋

不
知
」
の
例
制
総
放
流
の
続
換
は
、
何
れ
も
紋
流
地
ぬ
よ
り
北
方

に
於
て
昨
州
制
さ
れ
た
勢
絞
と
、
漁
州
却
の
能
移
よ
り
凡
る
と
帥
刊
に

附
印
刷
仲
で
は
漁
期
の
絡
り
に
近
ず
く
つ
れ
て
化
上
L
E漁
紛
に
従

事
す
A
r
G
市
よ
り
、
魚
剥
が
北
方
に
向
ふ
と
式
ふ
事
は
縦

ιて
知

る
惑
が
出
来
る
部
俊
で
、
こ
の
北
上
に
際
し
て
は
限
に
政
務
山

品
開
泌
す
る
と
公
ふ
官
世
紀
け
で
は
な
く
、
山
則
的
措
に
判
的
叩
白
川
側
関
口
削
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泳
b
l

行
ふ
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
或
は
品
川
殺
の
一
部
以
卵
換
の

充
鎚
と
共
に
そ
の
近
海
り
河
川
に
遡
上
し
て
践
卵
す
る
と
云
ふ

惑
も
又
恕
限
さ
れ
る
総
で
あ
る
。
筒
、
散
策
串
曜
の
習
に
伏
れ
ば

卵
践
の
先
制
品
し
た
も
申
が
漁
期
の
推
移
に
従
っ
て
多
ぐ
抗
抽
出
さ

れ
る
と
云
っ
て
を
り
、
更
に
こ
の
感
を
抽
出
〈
す
る
惚
で
あ
り
、

と
の
貼
絡
採
の
研
究
に
侠
た
れ
る
所
で
あ
ろ
う
。

同

H

栂
飽

0
・
目
躍
。
E

F
回目
h
出
国
C
G
H
H
4
・)

厚
洋
地
方
で
は
「
イ
タ
マ
ス
」
と
m
惜
し
亡
ゐ
る
。
こ
れ
は
「

時
不
知
」
と
同
じ
時
期
に
混
製
さ
れ
る
も
の
で
叉
、
「
ホ
V

マ

ス」
L
t
も
「
ク
乎
グ
ロ
」
と
J

術
開
削
し
て
ゐ
る
0

品
川
抽
出
は
大
小
不

同
で
あ
る
が
、
大
形
然
も
の
は
概
し
て
織
が
多
く
、
特
γ
休明附

が
叩
却
し
〈
前
ピ
、
時
一
計
れ
背
部
よ
り
附
叫
に
傾
斜
し
て
応
的
の
廃

で
念
に
侭
〈
な
っ
て
ゐ
る
。
隠
悩
は
狭
〈
、
叡
の
拙
仰
な
感
じ
を

持
っ
て
ゐ
る
。
「
グ
乎
グ
ロ
マ
ス
」
は
帥
刊
に
目
の
あ
た
り
の
黒

い
も
の
を
総
L
、
「
イ
タ
マ
ス
」
に
も
「
ク
チ
グ
ロ
」
の
形
態

を
持
っ
て
ゐ
る
も
の
も
あ
。
。
れ
の
一
段
形
以
は
碩
消
H
H
開制斡

に
比
絞
し
亡
小
さ
く
、
か
つ
純
闘
で
恥
司
令
。
附
組
幹
は
約
々
間
味

が
あ
っ
て
、
間
色
は
判
部
同
級
色
を
秒
び
応
部
門
脱
出
色
で
、
阪
側

面
は
銀
白
色
で
あ
る
o
判
部
、
柑
刊
附
出
、
隠
鋭
、
関
節
絡
に
は
小

宮
い
悶
い
黒
色
の
統
泌
が
散
在
し
て
ゐ
る
。
背
館
内
先
制
に
は

銀
色
U
M
W泌
が
あ
り
、
帥
帥
は
初
々
大
き
い
が
「
昨
吋
不
知
」
の
鱗

に
比
絞
す
れ
ば
小
さ
く
て
ほ
も
に
剥
臨
し
烈
い
。

へJ
d

同
門
機
-t嗣
醐

Q
問
。
号
E
岳
P
2
4
h
p
H
V固
い

dz・u

隊
路
地
方
で
は
「
ア
オ
マ
ス
」
と
抑
制
し
て
ゐ
る
o
と
れ
は
同

地
方
で
摘
出
国
さ
れ
ん
館
関
放
の
中
で
体
制
が
最
小
の
も
の
で
あ

る
。
背
部
は
背
開
色
、
休
側
は
鮮
か
た
背
終
色
h
t
n
苧し
E
み
る

路
、
問
色
か
ら
つ
け
ら
れ
h
L
名
総
L
K
場
へ
る
。
誌
の
他
「
セ
プ

イ
マ
ス
」
「
b
f
イ
マ
ス
」
侍
と
も
'
得
さ
れ
て
ゐ
る
。
お
の
一

段
形
極
付
額
部
が
小
お
く
、
陀
僚
の
又
慨
は
同
開
放
で
隠
約
は
制

く
よ
下
雨
附
叫
が
決
サ
、
上
初
什
の
仏
刊
紙
は
限
R
F
に
あ
り
、
訟

は
下
刻
、
口
品
渋
川
、
州
制
作
及
汗
骨
に
あ
り
、
燐

υ小
形
で
切
除

し
易
い
。
刷
出
に
は
小
形
の
町
山
総
が
あ
り
、
特
に
後
閣
に
納
鐙
さ

れ
る
も
の
は
背
部
及
び
隠
節
に
大
形
の
隠
阿
形
の
庇
紋
‘
ず
持
っ

て
ゐ
る
。
特

r後
期
に
出
現

γ
る
も
の
の
総
は
、
筋
一
一
4
4
的
性

散
の
削
脱
に
よ
る
も
の
か
抑
制
部
恥
間
寸
り
、
路
山
側
彫
の
W

叫帥測の

開
制
説
副
た
も
の
が
山
山
伝

t
、
叉
、
生
殖
叫
叫
が
充
筑
し
て
ゐ
る
需
の

般
か
ら
み
れ
ば
、
後
期
に
問
現
す
る
も
の
の
中
に
は
、
本
辺
、

或
は
千
札
山
内
向
川
に
泌
上
す
る
も
の
が
あ
る
内
で
は
な
い
か
と

恕
保
さ
れ
る
路
が
あ
る
。

同

叫

廿

れ

悶

脚

色

語

句

r
p
r
J司

'F]区
白
出
・
〉

同
凶
弾
品
川
ぶ
市
川
引
で
は
「
ベ
も
ニ
」
と
開
削
し
て
ゐ
b
v
o

こ
れ
は
「

時
不
知
」
漁
期
的
初
期
に
は
侃
磁
さ
れ
る
専
が
中
な
〈
、
「
時

不
知
」
の
段
矧
よ
匂
抑
制
出
盛
ん
と
な
句
持
矧
と
な
っ
て
、
こ
ん

ど
は
紅
閣
の
漁
期
に
な
る
。
誌
の
一
般
的
影
山
聞
な
忍
々
「
時
不

窃
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空

似

て

い

て

誌

は

龍

一

諸

島

自

警

官

銀
色
の
放
射
線
が
な
い
。
帥
明
日
「
時
不
知
」
よ
り
紛
々
大
型
で

抑制隊
L
難
い
。
鈴
撚
潜
は
拙
闘
の
剥
隊
L
鱗
い
効
「
間
不
知
」
と

判
別
し
て
区
別
し
て
ゐ
る
。

倒
閣
之
介

0
・
EHP弓
3
0
E
つ
dpp出
ト
d
v
c

原
持
地
方
で
は
督
泌
「
ス
ケ
」
或
は
「
関
之
介
」
と
開
削
し
て

ゐ
る
。
こ
れ
は
五
月
上
旬
よ
り
抗
月
下
旬
に
か
け
て
、
厚
岸
滋

外
の
大
泉
自
制
約
抵
の
組
制
制
で
た
ま
た
ま
抑
滋
さ
れ
る
o
針
関
絞

中
段
も
大
宮
な
も
の
で
ゐ
る
。
「
時
不
知
」
の
ぬ
州
問
を
滋
じ

て
年
々
泌
叫
脱
さ
れ
る
も
の
は
数
十
尽
に
遜
き
な
い
と
云
ふ
o
又

組
出
家
的
に
も
使
他
が
な
〈
、
限
停
町
民
の
食
絡
に
供
さ
れ
る
に

過
ぎ
な
い
獄
絵
で
あ
る
。
災
山
一
段
形
態
は
訟
は
飽
に
似
て
ゐ

る
が
肥
大
L
、
仰
の
館
関
取
に
比
L
亡
削
る
大
き
〈
、
頭
部
は

悶
抵
抗
耐
を
な
し
陣
形
は
小
さ
〈
、
歯
は
上
初
、
下
初
、
官
抗
日
百

に
あ
っ
て
檎
々
小
き
い
が
鈍
〈
内
方
に
向
ひ
、
下
顎
の
側
面
に

あ
る
も
の
は
粉
々
長
い
。
際
色
は
背
部
附
皮
抑
制
色
に
資
材
色
を

含
み
、
休
色
は
銀
白
色
で
間
州
都
は
休
部
と
比
絞
し
て
紛
々
日
以
〈

紫
色
ぞ
桜
び
た
銀
政
色
を
祭
す
る
。

同

円

相

掛

悶

制

。

医

E
百
r
n
J
戸
戸
円
、
出
ト
d
H
V
H・
)

隊
隊
、
根
山
草
地
方
で
は
督
泌
「
ギ

ν
」
と
開
制
し
て
ゐ
る
o
時

々
、
出
向
の
統
制
に
か
か
り
、
そ
の
終
州
制
は
治
ん
ど
然
〈
、
会

抑
制
明
畑
中
、
教
H

陪
内
会
設
に
止
ま
つ
亡
ゐ
る
0

枠
内
の
一
段
形
体
は

顕
勝
小
さ
〈
、
休
は
納
長
ノ
告
は
去
に
〈
ら
ベ
て
小
さ

い
。
背
部
は
背
綴
色
で
殴
側
町
内
州
市
色
ぞ
長
ず
る
。
山
H
銭
的
先

端
に
伐
採
色
聖
和
び
た
諮
問
が
散
在
l
、
開
餓
及
び
隠
総
的
上

裟

ι何
撒
仰
な
削
州
側
を
持
っ
て
ゐ
る
。
尾
M
m
は
国
〈
出
向
僚
は
究
開
肌

守
思
出
す
る
誌
な
〈
殆
ん
ど
一
椛
総
で
あ
る
。
燃
は
紛
々
大
き
く

て
切
除
L
H吋い
o
m鋭
闘
は
北
方
札
の
帥
一
関
で
北
千
必
方
陶
に
的
出

産
し
て
北
篠
山
山
本
ぬ
に
は
分
布
し
な
い
と
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
昭

和
十
二
年
に
問
問
符
氏
か
日
高
、
協
別
川
及
び
後
志
、

m別
川

よ
h
v
M
似・山市を
mwて
古
滋
に
も
分
布
寸
ろ
務
者
明
恥
に
し
れ
ー
。
然

L
、
求
問
聞
か
閉
山
し
て
窓
諮
減
収
千
島
方
耐
の
前
川
に
遡
上
す
る

も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
は
術
必
の
研
究
に
倹
た
れ
る
認
で
あ
ろ

う
0

0

一
五
・
九
よ
一
一
一
)
ハ
調
京
国
M
M

技
官
〉

文

献

.

線
"
川
越
川
山
・
計
札
口
弘
昭
和
十
=
一
・
十
四
年
院
除
隊
近
潟
に
於

け
る
「
時
不
知
」
ぬ
鈴
品
川
び
に
館
総
蕊

一
例
笠
ハ
一
九
三
八
段
命
滋
)


